
今は車で回れる回遊式です。東大路から西大路ま
で、それぞれに櫛（くし）の歯の役目を果たす縦
の道路を整えて、地震など災害対策にも使えるよ
うにしておくと、内陸部では新しいまちづくり、
フロンティアが広がっていく。それによってすく
であろう沿岸都市部はイノベーションと取り組み、
緑豊かで安全が確保できるゾーンに変えていく。
これらを地域で連携軸を持って造り上げていくの
が内陸フロンティアの構想なのです。 
　フロンティアは新東名周辺に限っているわけで
はありません。内陸フロンティアを開発する、沿
岸都市部を刷新する、そして両者を結ぶという構
想です。その中でさしあたって食の都、食の都大
路を整え、地域にふさわしいものとしてまいりた
いと思っています。 

 
ふじのくにを回遊式庭園に 

 
　ふじのくには、東は伊豆半島、箱根、富士山か
ら西は浜名湖に至るまで、さらには南アルプス、
そして眼下には遠州灘、駿河湾、相模湾が広がっ
ています。どこもみな借景になる。庭の一部にな
るのです。 
　日本の庭というのは山水を模倣する。自然であ
るかのごとくに造ります。「何か変ね、ちょっと
不自然よ」といわれたら価値が下がる。だから自
然の中にモデルを造ります。その自然のもっとも
典型的なものがここふじのくににあるのですから、
それを生かした形で美しい回遊式庭園に仕上げて
いきたい。 
　昔の大名庭園の回遊式は歩いて回りましたが、 

　「サンフロント21懇話会」（代表幹事・岡野光

喜スルガ銀行社長）は5月29日、三島市のみしまプ

ラザホテルで2012年度総会を開いた。会員の企業

経営者や市長・町長、県議ら約150人が出席し、広

域行政やファルマバレープロジェクトの推進支援な

どを柱とした本年度の活動方針案を承認した。川勝

平太知事が「新東名開通1カ月―内陸フロンティア

の展望」と題して記念講演を行った。  

　主催者を代表して松井純静岡新聞社・静岡放送社

長は「懇話会が提案したキラメッセぬまづの発展形、

県東部コンベンションセンターが形になりつつある。

皆さんの意見を経済発展につなげ、東部から静岡県

の注目度を高めたい」とあいさつした。懇話会幹事 

の峰田武佐野美術館理事長は「東部を取り巻く課題

はまだまだ多い。懇話会の機能を発揮して活躍の場

を広げよう」と力を込めた。 

　活動方針案を説明した井口賢明運営委員長は、都

市間競争に勝つための広域的視点や富士山、伊豆半

島の地域資源としての重要性を強調した。 

　2012年度の活動方針は、広域行政の推進支援▽

ファルマバレープロジェクトの推進支援▽コンベン

ション機能の多角化促進▽富士山周辺の観光連携の

促進―の4つ。懇話会は今後、これらのテーマに沿

って提言や研究を行うとともに伊豆、東部、富士の

3地区で分科会を開催する。 

■新たに入会された方 
　◇㈱落合楼村上　　　　　代表取締役　　　村上　昇男 

　◇富士川まちづくり㈱　　代表取締役社長　伊藤　高義 

　◇オークラパックス㈱　　代表取締役　　　山本よしみ 

 

■会員の変更 
　◇（一社）伊東観光協会  

　　　　会　長　　　　　石井　文弥　→　柴田　昌彦 

　◇㈱杉山鉄工  

　　　　代表取締役　　　杉山　壽章　→　杉山　雄一 

　◇ネッツトヨタ静岡㈱  

　　　　代表取締役社長　松田　達也　→　渡辺　光和 

　◇下田市  

　　　　市　長　　　　　石井　直樹　→　楠山　俊介 

　◇ 沼津信用金庫  

　　　　会　長　諏訪部恭一　→　理事長　堀田　大洋 

　◇野村證券㈱沼津支店  

　　　　支店長　　　　　矢野　公司　→　日比野勇志 

 

■ 肩書の変更  
　◇日本製紙（株）  

　　山田　英継 

　　　常務取締役富士工場長　→　専務取締役富士工場長 

　◇荻田　勝雄 

　　　富士急伊豆タクシー代表取締役会長　→　富士急シティバス相談役 
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2012年度総会 5月29日/みしまプラザホテル 

サンフロント21懇話会の会員情報 

テーマは広域行政、ファルマバレープロジェクトの推進支援、 
コンベンション機能の多角化、富士山周辺の観光連携の促進の４つ。 

東部から静岡県の注目度高めよう。 

川勝知事が記念講演、 
「新東名開通が開いた新時代」を語る 



　サンフロント２１懇話会は今年で設立１８年目を迎えました。振り
返ってみますと、皆様方の絶大なる協力のもとに活動を続けること
ができ、東部の活性化にいろいろな意味で貢献できたのではないで
しょうか。 
　我々の提案から県が取り上げたキラメッセぬまづは所期の役割を
終え、県東部コンベンションセンターに生まれ変わろうとしていま
す。東部の新しい顔となることを期待しています。また伊豆に動物
の愛護施設をつくろうという提言もあります。一方で言いにくいこ
とですが、伊豆の合併問題は進んでおりません。理由はともあれ、

何とかしていかなければと思っています。 
　もう一つ気になるのは静岡県の人口が全国平均を上回って減少傾向にあることです。関東圏にごく近
いし、気候温暖、食べ物はうまい。こんないい土地なのに不思議でもあります。全国から注目を集める
ような県にしていかなければなりません。手始めは東部から。東部の活性化、また経済が上向くように
皆さまともども頑張っていきたいと思っていますので、よろしくお願いします 

静岡新聞社・静岡放送社長　　松　井　　　純 

　岡野代表幹事が出席できないため、私が本日のごあいさつと進行
を務めさせていただきます。サンフロント２１懇話会は提案、提言に
重点を置き、東部地域の活性化に活躍することを趣旨として発足し
ました。現在は３２０の団体、行政、企業の皆さんに参加いただいて
おります。  
　県東部が合併をはじめなかなか一つにならないとご意見をいただ
いておりますが、今注目しているのは昨年１２月に地域活性化総合特
区の指定を受けましたファルマバレープロジェクトの推進です。そ
してもう一つは県東部のグランドデザインを描くことであり、サン

フロント２１懇話会が全面的にこれを支援、または応援していくことが重要になっています。 
　サンフロント２１懇話会は伊豆、東部一円を対象としているのでいろいろな意見、ニーズが出て来ます。
そうした課題に対してもサンフロントの機能・役割が発揮され、活躍の場が広がっていくことを期待し
ております。今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。 

　　峰　田　　　武 懇話会幹事、佐野美術館理事長 

　総会で承認された2012年度の活動方針は、「広域行政の推進支援」「ファルマバレープロジェ

クトの推進支援」「コンベンション機能の多角化促進」「富士山周辺の観光連携の促進」の4テーマ

に決まりました。各テーマの概要は次の通りです。 

　東日本大震災の教訓の一つに市町の行政運営に広域的視点の重要性が挙げられる。特に住民の安全・
安心を支える防災をはじめ、医療、福祉は市町間で情報の共有化が必要であり、具体的な取り組みに向
けた共通認識を醸成する。静岡経済同友会東部協議会の呼び掛けに応じた県東部１０市町（沼津、三島、
御殿場、裾野、伊豆の国、伊豆市、小山、長泉、清水、函南町）のグランドデザイン策定作業にも商工
会議所、商工会など地元経済団体との連携を継続し、広域行政に対する住民への啓蒙を図る。 

◆■◆ 広域行政の推進支援 ◆■◆ 

市なのになぜ煙突もなく、公害もなく、花にあふ
れているんだと目を見張り、これがガーデンシテ
ィー、大いなる田舎の都市だと称賛した。そして
「ガーデンシティー　フォー　トモロウ」という
本が書かれ、英国では実践するまちを作った。道
路には歩道や並木を設け、フロントガーデンを配
置、そこに建つ家々はリンゴを植えたり、バラを
栽培したりしてきれいな庭を持つ。誰でも見るこ
とができる所ですから美観や景観の維持に努めて
きた。 
　日本ではガーデンシティー、庭園都市を間違っ
て田園都市と訳してしまいました。渋沢栄一さん
が英国をまねて作ったのが田園調布です。ところ
が相続ごとにだんだん小さくなって今は見る影も
ありません。英国の方はといえば１００年経っても
全然乱れていない。なぜなら土地が全体の機構に
よって管理されているからです。こういう形で作
れば見物客が引きも切らない所になるだろうと思
います。 
  

安全を保証するまちづくり 
 
　もう一つのケースは下田。防災拠点となる市役
所を高台の敷根公園に移す計画が進行中です。素
晴らしい公園の隣接地に広がる別荘は空き家が徐々
に増え、そこに下田のまちの人が住み始めている。
そして駅と公園の中間には伊豆縦貫自動車道の降
り口ができます。下田の魅力は日米友好の黒船祭
が７０回近い歴史を重ね、カーターさんも現職の
大統領の時に訪れている。 
　高台移転を促したのは３月末に内閣府が南海ト
ラフ巨大地震を想定してはじき出した予想される
津波高ですが、石井市長さん（当時）からは公園
の機能を損なうことなく建設できるという説明を
直々にうかがい、それは可能だと受け止めていま
す。  
　住民主導の内浦重須にしても、行政主導の下田
にしても緑豊かな中に景観を良くし、かつ人々の
安心を保証できるような新しいまちづくりの提案
がされています。私はネットワークを構築するた
めには道路が大事だと考えています。その道路は
自分たちの風景を入れ込んだ名前にしようという
ことです。 
 

 
富士山はかけがえのない文化的景観 

 
　伊豆半島はジオパークになります。今年中、あ
るいは１両年のうちに日本ジオパーク委員会に認
定されます。そして韮山の反射炉が世界文化遺産
の候補になっているので、富士山の次に群馬県の
富岡製糸場、その次に世界文化遺産になります。
そして世界ジオパークも実現します。そうなれば
ここの自然自体が素晴らしい、世界が認めた自然
ということになるのです。  
　その美しさは富士山と一体の中で見ると、韓国
の済州島と比べることができます。面積は伊豆半
島より大きく、富士山の麓からを加えるとほぼ同
規模の島です。この済州島には漢拏山（ハルラサ
ン）という２０００㍍には満たないけれど韓国では
一番高い山があります。世界自然遺産です。一帯
はエコパークをなし、世界ジオパークにもなって
います。実際に行ってみると、韓国の人には申し
訳ないけれど「この程度か」と思ってしまう。段
違いにこちらの方がいい。残念ながら、宣伝や戦
略はあちらの方が上ですけど。だが富士山が世界
文化遺産になり、伊豆半島が世界ジオパークにな
ると、本家本元ここにありで済州島を圧倒するも
のになるでしょう。 
　世界遺産で文化的景観の第１号となったのはニ
ュージーランド北島のトンガリロです。２０００㍍
ほどの山ですが、富士山によく似た稜線を持って
います。初めは山がきれいだから自然遺産として
登録されましたが、もともと原住民であるマオリ
族の信仰の対象となっていて聖なる山、神の山と
して大切にされてきた山です。後から入植してき
た白人たちもそれを冒すことはできないので文化
遺産に登録替えをした。その時に文化的景観とい
うネーミングが生まれました。  
　富士山は文化的景観と呼ぶにふさわしい。信仰
の対象であり、芸術の源泉ですからしっかりと位
置付けることができる。では文化的景観とは何か。
一言でいえばガーデンです。我々は借景として庭
を見ます。富士山を借景にちょっとした庭を造る。
向こうには富士山。借景というのは自分が手に入
れていないものも庭の一部として見るものです。
「いい借景ですね」というじゃありませんか。 
 

主催者代表あいさつ 

懇話会代表あいさつ 

2012年度　活 動 方 針 2012年度　活 動 方 針 



 
人気のネオパーサ、利用は沼津が1番 

 
　新東名が４月１４日に開通して１カ月半が経ち
ました。もともとは初夏開通でしたが、前倒しで
開通が実現しました。 
　開通から１カ月の利用者は大変多い。たくさん
の方が利用しています。通常東名高速の場合は
平日で７万台強、休日になると８万台に増える。
しかしながら東名の適正な１日平均の通行台数は 

４万台ですから２倍余りの車が走り、渋滞に巻き
込まれることが多かった。新東名ができて渋滞が
解消されたのです。 
　新東名には「ネオパーサ」というのがあります。
ネオは新しいという意味、パーはＰＡ（パーキン
グエリア）、サはＳＡ（サービスエリア）を表し
ます。この新しいＰＡ・ＳＡ、ネオパーサという
所に来場してくださる方が何とこの１カ月で５９０
万人余りを記録しました。ざっと６００万人、これ
はものすごい数字です。その中で一番たくさんの 

　県が昨年度１０年計画でスタートさせたファルマバレープロジェクト第３次戦略計画を踏まえ研究開発
の促進、健康産業の振興・集積に向け支援を継続する。ものづくり（医療健康産業を中心とした産業構
造への転換）、まちづくり（健康サービスの充実で高次都市機能が集積し、快適で魅力ある都市圏の形成）
などに向け地域産業活性化を支援する。昨年６月ファルマバレープロジェクトの一環として県に提言し、
伊豆地区分科会で取り上げた人と動物の共生拠点「動物の愛護と福祉のセンター（仮称）構想」を交流
人口拡大や新産業創出の可能性を探り、実現に向け支援する。 

◆■◆ ファルマバレープロジェクトの推進支援 ◆■◆ 

　県と沼津市がＪＲ沼津駅北口に建設する県東部コンベンションセンターは２０１４年夏の全面開業に向け
整備事業が本格化する。会議場（メーン会議室収容人数約１１００人）、展示イベント施設（約３９００平方㍍）、
ホテル（１１階建て、１５０室）を備える。コンベンション施設は経済波及効果だけでなく、都市のイメー
ジアップ、ホスピタリティの醸成など社会的に波及効果が大きい。アフターコンベンションも含め、多
様な事業性を検討し、人、モノがグローバルに行き交う「交流の時代」の象徴として県東部の新たな「顔」
となるよう支援する。 

◆■◆ コンベンション機能の多角化促進 ◆■◆ 

　２０１３年の富士山世界文化遺産登録、２０１５年の伊豆半島の世界ジオパーク（貴重な地形や地質を楽しめ
る「大地の公園」）認定が実現すれば、県東部に世界が認めた新たな価値が生まれる。富士山や伊豆半
島は県東部の一体感を養うには願ってもない地域資源であり、特に子供たちがふるさとへの愛着を抱け
るよう周知活動に取り組む。県が２０１１年度に策定した新東名や東駿河湾環状道路などの交通ネットワー
クビジョンをさらなる観光交流の促進に、どうつなげるか模索する。 

◆■◆ 富士山周辺の観光連携の促進 ◆■◆ 

から東名を経て国道1号と、その間には空港を含
むルートで新東名に至る道がある。牧之原台地の
お茶畑が広がっているところですから、ここはお
茶小路とでも名付けましょう。東大路はこちらか
らずっと南に下田へ行く伊豆縦貫というわけです。
　大路には番地をふっていく。１丁目からでも１
番地からでもいいですが、北大路の１丁目１番地
では何が獲れる、東大路では、などとしていけば
いい。新東名はこの後愛知県側ができ、神奈川県
側はゆっくり目にということになりますので、先
に付けた方が勝ちです。 
 

伊豆西海岸は富士ビューロード 
 
　食の都の東大路は東駿河湾環状道路から伊豆縦
貫に入るルートがだいぶできてきて、伊豆縦貫の
難所とされる下田―河津ルートの２期工事、事業
化が決定しました。これも前倒しです。国道１３５
号、１３６号は海岸にへばりついている場所が多い。
１３５号は相模湾が非常にきれいに見える。ミカン
の花咲く丘、サマーオレンジの産地でもあり、オ
レンジ道路と呼びたい。石廊崎から回って松崎、
西伊豆に出ると１３６号。「富士山の日」の２月２３
日、松崎町の斎藤町長さんは「世界でいちばん富
士山がきれいに見える町」を宣言された。美しい
のは棚田だけじゃない、ここから見る富士山がい
いんだということで。 
　しかし富士山の眺望自慢を始めたらきりがない。
沼津から見る富士山も、三島から見る富士山もき
れいです。恋人岬からの富士山も。あるいは十国
峠から見るのがいいとか、河口湖です、山中湖で
すとそれぞれに言っている。ここからが一番だと、
いやこここそが一番だと。それこそ自分の家のト
イレから見える富士山が世界一だと思っている人
もいるわけです。 
　考えてみてください。どこも一番を許すのが富
士山のいいところです。全部許してくれる多様性
が富士山にはある。それほど大きな存在が富士山
なのです。伊豆の西海岸、１３６号は海越しの富士
山がきれいな富士ビュー道路です。日本で一番深
い駿河湾越しに見ることができる富士ビュー道路
に休憩施設などを組み込んで景色を楽しみ、おい
しいものを頂戴していただき、「なんて素晴らし
いところか」という思い出を持ち帰っていただく。
春夏秋冬それぞれの季節に、とこう思っていると 

ころです。 
  

高台移転目指す内浦重須地区を視察 
 
　内陸は新東名周辺だけではありません。まちと
して内陸移転の動きを起こしたのは沼津市の内浦
重須地区の人たちです。１１０世帯約４４０人が住み、
８０％の方が上（内陸高台）に移りたいとおっし
ゃっている。 
　行ってみました。高台には中学校がありました。
長井崎中です。眺めのいいところですから、変な
おっさんがうろうろしていると見つけてくれ、私
と一緒に全校集会をやりました。何をしに来たか
を説明すると１１０人ほどの生徒は目を輝かせ、自
分たちにとっても大事なことだからといろいろ質
問を受けました。私は生徒に高台移転の意向を聞
いてみました。７割弱が移転を望み、移りたくな
いは約１割。未定が１割でした。同じ内浦でもど
ちらかといえば内陸側に住んでいる生徒もいるし、
父母がまだ決めていない家庭もある。でも生徒た
ちはこの問題を真剣に考えていることがよく分か
りました。 
　高台に移転するためには防災集団移転促進事業
として国交省に認めてもらう必要がありますので、
その高台にも行ってみました。海抜４０～５０㍍の
丘が広がり、下には変化に富んだ海岸線が眺望で
きて愛鷹山の向こうに富士山が望める。イタリア
南部に神秘の青、地中海の真珠といわれるカプリ
島がありますが、そこに勝るほど美しい所だと思
いました。７０㌶ほどのミカン畑があり、所有者
の方は譲ってもいいとおっしゃっている。７㌶も
あれば賄えるでしょう。土地は共同所有で貸せば
いい。今住んでいる内浦よりも広い面積が確保で
きる。現状のミカン運搬道を広げて真ん中を通す。
フロントガーデンを設け、家があってバックヤー
ドを備える。その向こうに海が見られるというふ
うにすると、それだけで夢のようなガーデンシテ
ィーになります。 
 

庭園都市を誤って田園都市と訳す 
 
　勝手なことを言っているようでもありますが、
英国が誇るガーデンシティーの背景にあるのは江
戸のまちです。幕末・維新期に日本に赴任した英
国の代表オールコックが江戸のまちを見て、大都 
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人気のネオパーサ、利用は沼津が1番 

 
　新東名が４月１４日に開通して１カ月半が経ち
ました。もともとは初夏開通でしたが、前倒しで
開通が実現しました。 
　開通から１カ月の利用者は大変多い。たくさん
の方が利用しています。通常東名高速の場合は
平日で７万台強、休日になると８万台に増える。
しかしながら東名の適正な１日平均の通行台数は 

４万台ですから２倍余りの車が走り、渋滞に巻き
込まれることが多かった。新東名ができて渋滞が
解消されたのです。 
　新東名には「ネオパーサ」というのがあります。
ネオは新しいという意味、パーはＰＡ（パーキン
グエリア）、サはＳＡ（サービスエリア）を表し
ます。この新しいＰＡ・ＳＡ、ネオパーサという
所に来場してくださる方が何とこの１カ月で５９０
万人余りを記録しました。ざっと６００万人、これ
はものすごい数字です。その中で一番たくさんの 

　県が昨年度１０年計画でスタートさせたファルマバレープロジェクト第３次戦略計画を踏まえ研究開発
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人口拡大や新産業創出の可能性を探り、実現に向け支援する。 

◆■◆ ファルマバレープロジェクトの推進支援 ◆■◆ 
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◆■◆ コンベンション機能の多角化促進 ◆■◆ 
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◆■◆ 富士山周辺の観光連携の促進 ◆■◆ 
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　サンフロント２１懇話会は今年で設立１８年目を迎えました。振り
返ってみますと、皆様方の絶大なる協力のもとに活動を続けること
ができ、東部の活性化にいろいろな意味で貢献できたのではないで
しょうか。 
　我々の提案から県が取り上げたキラメッセぬまづは所期の役割を
終え、県東部コンベンションセンターに生まれ変わろうとしていま
す。東部の新しい顔となることを期待しています。また伊豆に動物
の愛護施設をつくろうという提言もあります。一方で言いにくいこ
とですが、伊豆の合併問題は進んでおりません。理由はともあれ、

何とかしていかなければと思っています。 
　もう一つ気になるのは静岡県の人口が全国平均を上回って減少傾向にあることです。関東圏にごく近
いし、気候温暖、食べ物はうまい。こんないい土地なのに不思議でもあります。全国から注目を集める
ような県にしていかなければなりません。手始めは東部から。東部の活性化、また経済が上向くように
皆さまともども頑張っていきたいと思っていますので、よろしくお願いします 

静岡新聞社・静岡放送社長　　松　井　　　純 

　岡野代表幹事が出席できないため、私が本日のごあいさつと進行
を務めさせていただきます。サンフロント２１懇話会は提案、提言に
重点を置き、東部地域の活性化に活躍することを趣旨として発足し
ました。現在は３２０の団体、行政、企業の皆さんに参加いただいて
おります。  
　県東部が合併をはじめなかなか一つにならないとご意見をいただ
いておりますが、今注目しているのは昨年１２月に地域活性化総合特
区の指定を受けましたファルマバレープロジェクトの推進です。そ
してもう一つは県東部のグランドデザインを描くことであり、サン

フロント２１懇話会が全面的にこれを支援、または応援していくことが重要になっています。 
　サンフロント２１懇話会は伊豆、東部一円を対象としているのでいろいろな意見、ニーズが出て来ます。
そうした課題に対してもサンフロントの機能・役割が発揮され、活躍の場が広がっていくことを期待し
ております。今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。 

　　峰　田　　　武 懇話会幹事、佐野美術館理事長 

　総会で承認された2012年度の活動方針は、「広域行政の推進支援」「ファルマバレープロジェ

クトの推進支援」「コンベンション機能の多角化促進」「富士山周辺の観光連携の促進」の4テーマ

に決まりました。各テーマの概要は次の通りです。 

　東日本大震災の教訓の一つに市町の行政運営に広域的視点の重要性が挙げられる。特に住民の安全・
安心を支える防災をはじめ、医療、福祉は市町間で情報の共有化が必要であり、具体的な取り組みに向
けた共通認識を醸成する。静岡経済同友会東部協議会の呼び掛けに応じた県東部１０市町（沼津、三島、
御殿場、裾野、伊豆の国、伊豆市、小山、長泉、清水、函南町）のグランドデザイン策定作業にも商工
会議所、商工会など地元経済団体との連携を継続し、広域行政に対する住民への啓蒙を図る。 

◆■◆ 広域行政の推進支援 ◆■◆ 

市なのになぜ煙突もなく、公害もなく、花にあふ
れているんだと目を見張り、これがガーデンシテ
ィー、大いなる田舎の都市だと称賛した。そして
「ガーデンシティー　フォー　トモロウ」という
本が書かれ、英国では実践するまちを作った。道
路には歩道や並木を設け、フロントガーデンを配
置、そこに建つ家々はリンゴを植えたり、バラを
栽培したりしてきれいな庭を持つ。誰でも見るこ
とができる所ですから美観や景観の維持に努めて
きた。 
　日本ではガーデンシティー、庭園都市を間違っ
て田園都市と訳してしまいました。渋沢栄一さん
が英国をまねて作ったのが田園調布です。ところ
が相続ごとにだんだん小さくなって今は見る影も
ありません。英国の方はといえば１００年経っても
全然乱れていない。なぜなら土地が全体の機構に
よって管理されているからです。こういう形で作
れば見物客が引きも切らない所になるだろうと思
います。 
  

安全を保証するまちづくり 
 
　もう一つのケースは下田。防災拠点となる市役
所を高台の敷根公園に移す計画が進行中です。素
晴らしい公園の隣接地に広がる別荘は空き家が徐々
に増え、そこに下田のまちの人が住み始めている。
そして駅と公園の中間には伊豆縦貫自動車道の降
り口ができます。下田の魅力は日米友好の黒船祭
が７０回近い歴史を重ね、カーターさんも現職の
大統領の時に訪れている。 
　高台移転を促したのは３月末に内閣府が南海ト
ラフ巨大地震を想定してはじき出した予想される
津波高ですが、石井市長さん（当時）からは公園
の機能を損なうことなく建設できるという説明を
直々にうかがい、それは可能だと受け止めていま
す。  
　住民主導の内浦重須にしても、行政主導の下田
にしても緑豊かな中に景観を良くし、かつ人々の
安心を保証できるような新しいまちづくりの提案
がされています。私はネットワークを構築するた
めには道路が大事だと考えています。その道路は
自分たちの風景を入れ込んだ名前にしようという
ことです。 
 

 
富士山はかけがえのない文化的景観 

 
　伊豆半島はジオパークになります。今年中、あ
るいは１両年のうちに日本ジオパーク委員会に認
定されます。そして韮山の反射炉が世界文化遺産
の候補になっているので、富士山の次に群馬県の
富岡製糸場、その次に世界文化遺産になります。
そして世界ジオパークも実現します。そうなれば
ここの自然自体が素晴らしい、世界が認めた自然
ということになるのです。  
　その美しさは富士山と一体の中で見ると、韓国
の済州島と比べることができます。面積は伊豆半
島より大きく、富士山の麓からを加えるとほぼ同
規模の島です。この済州島には漢拏山（ハルラサ
ン）という２０００㍍には満たないけれど韓国では
一番高い山があります。世界自然遺産です。一帯
はエコパークをなし、世界ジオパークにもなって
います。実際に行ってみると、韓国の人には申し
訳ないけれど「この程度か」と思ってしまう。段
違いにこちらの方がいい。残念ながら、宣伝や戦
略はあちらの方が上ですけど。だが富士山が世界
文化遺産になり、伊豆半島が世界ジオパークにな
ると、本家本元ここにありで済州島を圧倒するも
のになるでしょう。 
　世界遺産で文化的景観の第１号となったのはニ
ュージーランド北島のトンガリロです。２０００㍍
ほどの山ですが、富士山によく似た稜線を持って
います。初めは山がきれいだから自然遺産として
登録されましたが、もともと原住民であるマオリ
族の信仰の対象となっていて聖なる山、神の山と
して大切にされてきた山です。後から入植してき
た白人たちもそれを冒すことはできないので文化
遺産に登録替えをした。その時に文化的景観とい
うネーミングが生まれました。  
　富士山は文化的景観と呼ぶにふさわしい。信仰
の対象であり、芸術の源泉ですからしっかりと位
置付けることができる。では文化的景観とは何か。
一言でいえばガーデンです。我々は借景として庭
を見ます。富士山を借景にちょっとした庭を造る。
向こうには富士山。借景というのは自分が手に入
れていないものも庭の一部として見るものです。
「いい借景ですね」というじゃありませんか。 
 

主催者代表あいさつ 

懇話会代表あいさつ 
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今は車で回れる回遊式です。東大路から西大路ま
で、それぞれに櫛（くし）の歯の役目を果たす縦
の道路を整えて、地震など災害対策にも使えるよ
うにしておくと、内陸部では新しいまちづくり、
フロンティアが広がっていく。それによってすく
であろう沿岸都市部はイノベーションと取り組み、
緑豊かで安全が確保できるゾーンに変えていく。
これらを地域で連携軸を持って造り上げていくの
が内陸フロンティアの構想なのです。 
　フロンティアは新東名周辺に限っているわけで
はありません。内陸フロンティアを開発する、沿
岸都市部を刷新する、そして両者を結ぶという構
想です。その中でさしあたって食の都、食の都大
路を整え、地域にふさわしいものとしてまいりた
いと思っています。 

 
ふじのくにを回遊式庭園に 

 
　ふじのくには、東は伊豆半島、箱根、富士山か
ら西は浜名湖に至るまで、さらには南アルプス、
そして眼下には遠州灘、駿河湾、相模湾が広がっ
ています。どこもみな借景になる。庭の一部にな
るのです。 
　日本の庭というのは山水を模倣する。自然であ
るかのごとくに造ります。「何か変ね、ちょっと
不自然よ」といわれたら価値が下がる。だから自
然の中にモデルを造ります。その自然のもっとも
典型的なものがここふじのくににあるのですから、
それを生かした形で美しい回遊式庭園に仕上げて
いきたい。 
　昔の大名庭園の回遊式は歩いて回りましたが、 

　「サンフロント21懇話会」（代表幹事・岡野光

喜スルガ銀行社長）は5月29日、三島市のみしまプ

ラザホテルで2012年度総会を開いた。会員の企業

経営者や市長・町長、県議ら約150人が出席し、広

域行政やファルマバレープロジェクトの推進支援な

どを柱とした本年度の活動方針案を承認した。川勝

平太知事が「新東名開通1カ月―内陸フロンティア

の展望」と題して記念講演を行った。  

　主催者を代表して松井純静岡新聞社・静岡放送社

長は「懇話会が提案したキラメッセぬまづの発展形、

県東部コンベンションセンターが形になりつつある。

皆さんの意見を経済発展につなげ、東部から静岡県

の注目度を高めたい」とあいさつした。懇話会幹事 

の峰田武佐野美術館理事長は「東部を取り巻く課題

はまだまだ多い。懇話会の機能を発揮して活躍の場

を広げよう」と力を込めた。 

　活動方針案を説明した井口賢明運営委員長は、都

市間競争に勝つための広域的視点や富士山、伊豆半

島の地域資源としての重要性を強調した。 

　2012年度の活動方針は、広域行政の推進支援▽

ファルマバレープロジェクトの推進支援▽コンベン

ション機能の多角化促進▽富士山周辺の観光連携の

促進―の4つ。懇話会は今後、これらのテーマに沿

って提言や研究を行うとともに伊豆、東部、富士の

3地区で分科会を開催する。 

■新たに入会された方 
　◇㈱落合楼村上　　　　　代表取締役　　　村上　昇男 

　◇富士川まちづくり㈱　　代表取締役社長　伊藤　高義 

　◇オークラパックス㈱　　代表取締役　　　山本よしみ 

 

■会員の変更 
　◇（一社）伊東観光協会  

　　　　会　長　　　　　石井　文弥　→　柴田　昌彦 

　◇㈱杉山鉄工  

　　　　代表取締役　　　杉山　壽章　→　杉山　雄一 

　◇ネッツトヨタ静岡㈱  

　　　　代表取締役社長　松田　達也　→　渡辺　光和 

　◇下田市  

　　　　市　長　　　　　石井　直樹　→　楠山　俊介 

　◇ 沼津信用金庫  

　　　　会　長　諏訪部恭一　→　理事長　堀田　大洋 

　◇野村證券㈱沼津支店  

　　　　支店長　　　　　矢野　公司　→　日比野勇志 

 

■ 肩書の変更  
　◇日本製紙（株）  

　　山田　英継 

　　　常務取締役富士工場長　→　専務取締役富士工場長 

　◇荻田　勝雄 

　　　富士急伊豆タクシー代表取締役会長　→　富士急シティバス相談役 

懇 話 会 懇 話 会 

〒410

静岡新聞社・静岡放送 
東部総局内 

事務局 
ＴＥＬ055・962・6520

沼津市魚町 1 番地 
－8560 サンフロント 5 Ｆ 

２０１２．８．２８ № ９３ 

2012年度総会 5月29日/みしまプラザホテル 

サンフロント21懇話会の会員情報 

テーマは広域行政、ファルマバレープロジェクトの推進支援、 
コンベンション機能の多角化、富士山周辺の観光連携の促進の４つ。 

東部から静岡県の注目度高めよう。 

川勝知事が記念講演、 
「新東名開通が開いた新時代」を語る 




